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表・合併から10年ごとの人口
＊昭和41年に霞ケ関

第２出張所（現在の霞

ケ関北出張所）開設に

より、霞ケ関・名細地

区の管轄に変更があっ

たため、合併当時の区

域とは異なっていま

す。

＊昭和30年は市政だ

より、平成17年は11

月１日現在、それ以外

は統計かわごえより。
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川川川川
越越越越
市市市市
合合合合
併併併併
五五五五
十十十十
周周周周
年年年年

こ
れ
は
、
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
発
行
の

川
越
市
政
だ
よ
り
（
現
在
の
広
報
川
越
）
合

併
特
集
号
の
見
出
し
で
す
。

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）、
川か

わ

越ご
え

町ま
ち

が

仙せ
ん

波ば

村む
ら

と
合
併
し
、
市
制
施
行
を
行
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
昭
和
十
四
年
に
田
面
沢

た

の

も

ざ

わ

村む
ら

と

合
併
。
市
の
面
域
を
広
げ
ま
し
た
。

こ
の
三
度
目
の
合
併
で
川
越
市
は
、
ほ
ぼ

現
在
の
形
に
な
り
ま
し
た
。
合
併
前
の
市
の

面
積
は
、一
七
・
五
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

そ
れ
が
一
一
〇
・
二
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

と
約
六
倍
に
広
が
り
、
人
口
も
五
万
五
千
二

百
二
十
七
人
か
ら
十
万
三
千
十
八
人
と
倍
近

く
に
増
え
、
新
し
い
川
越
市
は
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

下
の
グ
ラ
フ
は
合
併
か
ら
現
在
ま
で
、
十

年
ご
と
の
人
口
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
と
し

十
一
月
一
日
現
在
は
、
お
よ
そ
三
十
三
万
二

千
人
と
合
併
当
時
に
比
べ
三
倍
以
上
に
増
え

昭
和
三
十
年
、
川
越
市
は
芳よ

し

野の

・
古ふ

る

谷や

・
南

み
な
み

古ふ
る

谷や

・
高た

か

階し
な

・
福ふ

く

原は
ら

・
大だ

い

東と
う

・
霞

か
す
み

ケが

関せ
き

・
名な

細
ぐ
わ
し

・
山や

ま

田だ

の
九
か
村
と

合
併
し
、
現
在
の
形
に
な
り
ま
し
た
。

合
併
か
ら
五
十
年
と
な
る
こ
と
し
。こ
の
企
画
記
事
で
は
、

合
併
五
十
年
か
ら
現
在
ま
で
を
振
り
返
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
広
聴
広
報
課
広
報
担
当
・
℡
内
線
２
１
２
４

大
川
越
市
こ
こ
に
誕
生

人
口
の
変
化

現
在
ま
で
の
あ
ゆ
み

現
在
ま
で
の
あ
ゆ
み

現
在
ま
で
の
あ
ゆ
み

現
在
ま
で
の
あ
ゆ
み
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間
の
人
口
増
加
率
が
全
国
一
と
い
わ
れ
て
い

る
と
い
う
記
事
も
あ
り
ま
し
た
。

川
越
市
政
だ
よ
り
合
併
特
別
号
に
は
、
市

が
発
表
し
た
新
市
建
設
計
画
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
の
基
本
方
針
に
、
強
力
な

る
自
治
体
の
育
成
・
教
育
文
化
の
向
上
・
農

商
工
推
進
に
よ
る
産
業
の
振
興
・
交
通
の
充

実
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
合
併
後
の
川
越

市
は
、
こ
の
四
つ
の
柱
を
中
心
に
発
展
を
誓

い
ま
し
た
。

左
の
表
は
、
こ
の
五
十
年
間
の
主
な
出
来

事
で
す
。
昭
和
三
十
年
代
は
、
水
道
・
ご
み

収
集
な
ど
生
活
環
境
の
向
上
を
目
指
し
て
い

ま
し
た
。

宅
地
開
発
に
よ
り
人
口
の
伸
び
が
著
し
い

昭
和
四
十
年
代
は
、
住
宅
団
地
や
工
業
団
地

の
造
成
が
進
み
、
道
路
の
整
備
や
学
校
の
新

築
・
増
改
築
、
公
民
館
の
建
設
、
市
営
住
宅

の
整
備
も
進
み
ま
し
た
。

昭
和
五
十
年
代
か
ら
六
十
年
代
に
か
け
て

■
現
在
ま
で
の
あ
ゆ
み
■

て
い
ま
す
。
人
口
が
二
十
万
人
を
超
え
た
の

は
昭
和
四
十
八
年
、
三
十
万
人
を
超
え
た
の

は
平
成
二
年
の
こ
と
で
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
二
月
十
日
発
行
の
広
報
川

越
に
は
、「
躍
動
す
る
川
越
、
人
口
十
五
万

突
破
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
高
階
・
霞
ケ

関
両
地
区
の
人
口
増
加
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
そ
の
記
事
の
中
で
、
同
三
十
七
年
末
と

同
四
十
四
年
末
の
人
口
を
比
べ
、
約
二
・
五

倍
伸
び
て
い
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
武
東
上
線
・
和
光
市
駅
と
川
越
市
駅

川越市合併からの主な出来事

は
、
道
路
の
整
備
が
さ
ら
に
進
み
、
川
越
線

も
電
化
さ
れ
、
交
通
の
利
便
性
が
向
上
し
ま

し
た
。
ま
た
、
現
在
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
て
い
る
施
設
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
に
入
る
と
、
福
祉
関
連
の
施
策
が
充

実
し
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
総
合
保
健
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
景
観
・
環
境
・
教
育
・
交
通
の
分
野
で

も
整
備
が
さ
ら
に
進
み
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
十
五
年
に
は
、
県
内
で
初
め

て
の
中
核
市
に
な
り
ま
し
た
。

川
越
市
の
履
歴
書

西暦 年号 出来事
1955 昭和30年 川越市と周辺９か村が合併
1957 32年 上江橋開通（当時は有料橋）
1958 33年 市営ごみ焼却場運転開始

1960 35年
町名地番整理の実験都市に指定される
新宿浄水場開設

1963 38年 市内のごみ定時収集開始
1964 39年 市民会館完成

1966 41年
川越・狭山工業団地造成完成
霞ケ関第２出張所（現霞ケ関北出張所）開設

1967 42年 埼玉国体開催（バレーボール・準硬式野球）
1969 44年 学校給食センター完成

1971 46年
老人会館（現東後楽会館）開設
関越自動車道（練馬・川越間）開通

1972 47年 現在の市役所本庁舎完成
1973 48年 人口20万人突破　市立診療所新築統合
1978 53年 西清掃センター本運転開始
1979 54年 西後楽会館開設
1981 56年 国道254号バイパス（川越・富士見間）開通
1982 57年 市の木（カシ）・花（ヤマブキ）と市民憲章を制定

1983 58年
児童センター・こどもの城開設
川越市総合計画実施

1984 59年
入間大橋開通
市立図書館（現中央図書館）開設

1985 60年 川越線全線電化と埼京線開通（直通運転開始）
1986 61年 東清掃センター運転開始

1987 62年
窓口業務のオンライン開始
東上線と有楽町線の相互直通運転開始

1988 63年 西文化会館（メルト）開設
1989 平成元年 農業ふれあいセンター開設
1990 ２年 人口30万人突破　市立博物館開設
1991 ３年 川越駅東口再開発終了

一番街の電線地中化
1992 ４年 川越運動公園陸上競技場開設

市の鳥（カリ）制定
1994 ６年 南文化会館（ジョイフル）開設

1995 ７年
総合福祉センター・オアシス開設
川越運動公園総合体育館開設
第二次川越市総合計画実施

1996 ８年 川越シャトル運行開始
自動交付機で住民票の写し・印鑑登録証明書を発行

1997 ９年 住宅用太陽光発電システム設置補助開始

1999 11年
総合保健センター開設
ISO14001取得
霞ケ関北小学校移転新築し、伊勢原公民館・西図書館を併設

2002 14年 クラッセ川越開設　北部地域ふれあいセンター開設
市立美術館開設

2003 15年 中核市移行　川越まつり会館開設

2004 16年
川越市保健所新築
彩の国まごころ国体開催（サッカー・ゴルフ・バレーボール・高校野球軟式）

2005 17年
合併50周年
「川越氷川祭の山車行事」が国の重要無形民俗文化財に指定
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■
現
在
ま
で
の
あ
ゆ
み
■

合併50周年関連のイベント
小江戸川越ふるさと再発見！
かわごえに伝わる民話と文化をたずねて
11月26日、やまぶき会館
小江戸川越大使・池

いけ

原
はら

昭
しょう

治
じ

さんによる講演「小江戸
川越　おもしろ伝説の
旅」、市内の郷土芸能と
して老袋の万作・石原の
ささら獅子舞・南大塚の
餅
もち

つき踊りが行われまし
た。

川越市自治会連合会結成50周年記念式典
11月21日、市民会館

功労者・協賛団体の表彰、記念事業「小学生が描くぼ
くのまち・わたしのまち」受賞者の表彰が行われました。
また、結成50

周年を記念し、川
越地区消防局に消
防活動二輪車（赤
バイ）が寄贈され
ました。

「
小
学
生
が
描
く

ぼ
く
の
ま
ち
・
わ
た
し
の
ま
ち
」

川
越
市
自
治
会
連
合
会
会
長
賞

牛
子
小
学
校
六
年

野の

田だ

麻ま

奈な

美み

さ
ん

こ
の
絵
画
展
は
、
自
治
会
連
合
会
結
成

五
十
周
年
事
業
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
賞
を
受
賞
し
た
野
田
さ
ん
に
、
受
賞
作

や
将
来
の
川
越
市
に
つ
い
て
伺
い
ま
し

た
。蔵

造
り
の
絵
を
選
ん
だ
の
は
、
川
越
ら

し
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
私
は
瓦
の
表

情
が
好
き
な
の
で
、
そ
れ
を
表
現
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

未
来
の
川
越
市
は
、
み
ん
な
が
楽
し
く

暮
ら
し
て
い
て
、
蔵
造
り
の
町
並
み
が
ず

っ
と
残
っ
て
い
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま

す
。

受賞作「くらづくりの町なみ」

絵を描きながら話をする池原さん絵を描きながら話をする池原さん絵を描きながら話をする池原さん 消防局へ赤バイ消防局へ赤バイ消防局へ赤バイの鍵が手渡されましたの鍵が手渡されましたの鍵が手渡されました

合
併
当
時
の
伊い

藤と
う

泰た
い

吉き
ち

市
長
は
、
市
政
だ

よ
り
合
併
特
集
号
の
中
で
、「
和
な
き
と
こ

ろ
、
何
ご
と
も
成
就
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
大
ら
か
な
気
持
ち
を
以も

っ

て
市
民
互
い

に
手
を
た
ず
さ
え
、
郷
土
を
よ
り
よ
く
す
る

た
め
の
努
力
を
切
望
し
て
や
み
ま
せ
ん
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。

合
併
か
ら
五
十
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協

力
に
よ
り
川
越
市
は
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し

た
。
今
回
話
を
伺
っ
た
自
治
会
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、
よ
り
よ
い
川
越
市
に
す
る
た
め
に
こ

れ
か
ら
も
協
力
し
て
い
く
と
い
う
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

現
在
、
市
で
は
第
三
次
川
越
市
総
合
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
総
合
計
画

は
、
第
二
次
川
越
市
総
合
計
画
を
継
承
し
、

来
年
度
か
ら
十
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
も
の
で
す
。
市
民
と
行
政
の
協
働
、

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
、
歴
史
・
文
化
、
人

と
環
境
へ
の
配
慮
、
ま
ち
の
活
力
・
魅
力
な

ど
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

五
十
年
前
、
合
併
し
た
と
き
に
は
想
像
も

で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
大
き
く
発
展
を
し
た
川

越
。
五
十
年
後
の
川
越
市
の
姿
は
、
今
の
私

た
ち
に
は
ま
だ
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
市
で
は
五
十
年
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
笑
顔
で
住
み
続
け
て
も
ら
え
る
ま
ち
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

未
来
に
向
け
て

合
併
五
十
周
年
に

際
し
て

川
越
市
長
・
舟
橋
功
一

現在、川越市ではまちづくりを進めるうえで

の基本的な指針となる「第三次川越市総合計画」

を策定しております。

多くの皆さんのご協力をいただいております

が、今後も市民の皆さんと協働という考えの基

に、夢のある川越の実現を目指してまいりたい

と考えております。

そして、この50周年を契機に、市民の皆さ

んとともに川越市の新たな飛躍を目指して「住

んでよかった川越」から１歩進め「住むことに

誇りの持てる川越」づくりへ全力を注いでまい

ります。今後とも、なおいっそうのお力添えを

お願いいたします。



萱
かい

沼
ぬま

自治会
菅
すが

原
わら

達
とおる

会長
（66歳／右）
神
かん

藤
とう

栄
えい

治
じ

副会長
（67歳／左）

ここはほかの地域に比べ、発展の速度がゆっくりでし

た。以前は稲作中心の農家が多かったのですが、新しく

移ってきた人たちが増えて現在121世帯が加入していま

す。住宅が増えたとはいえ、この周辺の風景は昔と変わ

らないと思います。富士山もよく見え、のどかで環境が

いい所です。

昨年萱沼びん沼公園が開園し、ゲートボールやグラウ

ンドゴルフができるように

整備されました。いずれは

ゲートボールやグラウンド

ゴルフのメッカとして、萱

沼をアピールしたいと考え

ています。
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■
現
在
ま
で
の
あ
ゆ
み
■

川越の東西南北から

東端側から見た萱沼びん沼公園東端側から見た萱沼びん沼公園東端側から見た萱沼びん沼公園

下広谷北自治会
鈴
すず

木
き

孝
たか

政
まさ

会長
（65歳）

坂
さか

戸
ど

市と鶴
つる

ケ
が

島
しま

市に隣接し

ていて、現在340世帯あります。

市街地から直線距離で８㎞ほ

ど離れていることもあり、坂戸市や鶴ケ島市とのつなが

りが多いと思います。地域内に大堀山館跡などの遺構も

あります。

合併後は鶴ケ島駅に近い所から人口が増え始めまし

た。当時のこの付近は湿地帯で田園が広がっていました

が、ゆるやかに人口は増えています。それでも、まだ緑

豊かな地域です。

現在、圏央道の工事が進

み、開通後は周辺の交通量

の増加が予想されますの

で、交通事故防止に気を付

けていきたいと思います。 北端近くにある大堀山館跡北端近くにある大堀山館跡北端近くにある大堀山館跡

西部自治会
長
なが

岡
おか

利
とし

雄
お

会長
（66歳・笠

かさ

幡
はた

）

現在60数世帯が住んでいて、

昔から世帯数の大幅な増減は

ありません。

この地域はほとんどが農家です。今は米を中心に野菜

なども作っています。以前は養蚕が盛んで、私の家でも

蚕を飼っていました。

昭和50年代に周辺の人口が増えたため、川越西高校

や霞ケ関西小学校が開校し、道路も整備されました。圏

央道が開通し、側道も造られて便利になりました。川越

線も昔は１時間に１本ある

かないかでしたが、今では

本数が増えて便利になりま

した。

緑に囲まれてのどかで落

ち着く地区です。 西端を通る国道407号線杉並木西端を通る国道407号線杉並木西端を通る国道407号線杉並木

大野原自治会
川
かわ

村
むら

俊
とし

夫
お

会長
（63歳・下

しも

赤
あか

坂
さか

）

合併当時は農村で、約50世

帯くらいでした。現在は、農家

と新興住宅が混在している地域

で、約130世帯あります。人口は微増といったところで

すが、世帯数は合併前のおよそ３倍になりました。今で

は農家以外の世帯が多くなっています。それでも、この

地域の農家のほとんどは専業農家です。カブやホウレン

ソウなどを作って出荷しています。

35年ほど前から会社や工場が増え始め、25年くらい

前から住宅が増えてきまし

た。

市の中心部から離れてい

ますが、住んでよかったと

思える地域にしていきたい

です。 カブの畑が広がりますカブの畑が広がりますカブの畑が広がります

現在は、面積109.16椙の川越市、東西は16.27㎞・南北は
13.81㎞あります。合併前の面積17.58椙から大きくなり、当然
東西南北の幅も広がりました。ここでは、市の東西南北を訪ね、
各自治会の皆さんにそれぞれの地域を紹介していただきました。
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■
お
知
ら
せ
ワ
イ
ド
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１

情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

市
で
は
市
民
の
市
政
へ
の
参
加
促

進
と
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
の
た

め
、
市
で
保
有
し
て
い
る
公
文
書
を

公
開
す
る
「
情
報
公
開
制
度
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
平
成

十
六
年
度
の
運
用
状
況
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
の
情
報
公
開
制
度

の
決
定
件
数
は
、
合
計
八
百
六
十
件

で
し
た
。
実
施
機
関
別
の
決
定
件
数

な
ど
は
、
表
１
の
と
お
り
で
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

市
民
の
権
利
や
利
益
の
保
護
と
公

正
で
信
頼
さ
れ
る
市
政
の
推
進
の
た

め
、
市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
ル
ー
ル
を
定
め
、

個
人
情
報
の
開
示
・
訂
正
等
を
請
求

す
る
権
利
を
保
障
す
る
「
個
人
情
報

保
護
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
自
己
の
個
人
情
報
の
開

示
・
訂
正
等
の
請
求
に
つ
い
て
、
平

成
十
六
年
度
の
運
用
状
況
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
の
開
示
請
求
は
、

合
計
千
二
十
六
件
で
し
た
。
決
定
件

数
の
内
訳
は
、表
２
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、訂
正
等
の
請
求
に
つ
い
て
は
、

訂
正
請
求
が
一
件
あ
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
…
総
務
課
文
書
法
規
担

当
・
℡
内
線
２
２
１
５

平
成
平
成
平
成
161616
年
度
の
情
報
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況
報
告

年
度
の
情
報
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況
報
告

年
度
の
情
報
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況
報
告

実施機関 全部開示 部分開示 非開示 取り下げ 合計
議会 0 0 0 0 0
市長 981 3 1 1 986
教育委員会 40 0 0 0 40
選挙管理委員会 0 0 0 0 0
公平委員会 0 0 0 0 0
監査委員 0 0 0 0 0
農業委員会 0 0 0 0 0

固定資産評価
審査委員会

0 0 0 0 0

上下水道事業
管理者

0 0 0 0 0

合　計 1,021 3 1 1 1,026

表２
個人情報保護制度の実施機関別決定件数（件）

表１
情報公開制度の実施機関別決定件数（件）

実施機関 全部公開 部分公開 非公開 取り下げ 合計
議会 5 0 0 0 5
市長 377 403 12 2 794
教育委員会 18 20 2 0 40
選挙管理委員会 1 1 1 0 3
公平委員会 0 0 0 0 0
監査委員 0 0 0 0 0
農業委員会 0 0 0 0 0

固定資産評価
審査委員会

0 0 0 0 0

上下水道事業
管理者

10 7 0 1 18

合　計 411 431 15 3 860

請求・申し出の決定件数（件）

請求者・申し出者の区分（件）

全部公開 部分公開 非公開 取り下げ 合計
請　求 84 74 10 0 168
申し出 327 357 5 3 692
合　計 411 431 15 3 860

市民 在勤者 法人 利害関係者 その他 合計
154 0 311 0 395 860

両
親
が
働
い
て
い
て
、
常
時
留
守

に
な
る
家
庭
の
お
子
さ
ん
を
預
か
る

学
童
保
育
室
。
指
導
員
が
、
異
な
る

年
齢
の
児
童
を
集
団
の
中
で
保
護
・

指
導
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
四
月
か
ら
お
子
さ
ん

の
入
室
を
希
望
す
る
保
護
者
の
皆
さ

ん
は
、入
室
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
引
き
続
き
入
室
を
希
望
す
る

場
合
も
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

学
童
保
育
室
の
所
在
地
・
電
話
番

号
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://www.city.kawagoe.saitam
a.jp/

対
象
…
小
学
一
〜
三
年
生

定
員
…
各
室
四
十
人

開
室
時
間
…
学
校
放
課
時
〜
午
後
６

学
童
保
育
室
で
留
守
家
庭
の
お
子
さ
ん
を
預
か
り
ま
す

学
童
保
育
室
で
留
守
家
庭
の
お
子
さ
ん
を
預
か
り
ま
す

学
童
保
育
室
で
留
守
家
庭
の
お
子
さ
ん
を
預
か
り
ま
す

時
30
分
（
授
業
の
な
い
日
は
午
前

８
時
30
分
か
ら
。
日
曜
日
・
祝

日
・
休
日
・
12
月
29
日
〜
１
月
３

日
を
除
く
）

＊
土
曜
日
は
、
拠
点
学
童
保
育
室

（
五
室
）
だ
け
が
開
室
し
ま
す
。

保
育
料
…
一
人
一
か
月
三
千
円
（
免

除
措
置
あ
り
）

入
室
申
請
手
続
き
…
１
月
６
日
昔
〜

31
日
惜
に
、
学
童
保
育
室
入
室
申

請
書
・
両
親
の
勤
務
証
明
書
・
児

童
票
（
正
・
副
）
を
、
教
育
財
務

課
（
東
庁
舎
二
階
）
ま
た
は
学
童

保
育
室
に
提
出

＊
必
要
書
類
は
、
教
育
財
務
課
と
学

童
保
育
室
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
教
育
財
務
課
学
童
保

育
係
・
℡
内
線
２
８
３
５

～ひとくち情報～　ミニ・インフォメーション ～ひとくち情報～
●12月27日惜、午後１時～３時30分に市役所本庁舎前で献血を行います　保健総務課医事・薬事係・℡227－5101
●生ごみ処理機器（コンポスト容器110基）の購入費補助の追加募集　環境業務課減量リサイクル推進係・℡内線2636
ハガキに住所・世帯主の氏名・電話番号・機器の容量（70リットル・130リットル・190リットルのいずれか）・基数を明記し、12月20日惜（消印有
効）までに、〒350－8601川越市役所環境業務課。ＥＭ容器についても申請を受け付けています。電気式は終了しました。詳しくは、お尋ねください。
●平成17年工業統計調査にご協力ください　情報統計課統計係・℡内線2264
12月31日析を基準日として全国一斉に行われます。結果は、国や都道府県の施策立案の基礎資料となります。調査内容は統計を作る目
的にだけ用いられます。12月中旬から１月中旬にかけて、県知事が任命した調査員が対象事業所を訪問し、調査票を配布・回収します。
●第三次川越市総合計画原案に関する意見募集の結果　政策企画課政策担当・℡内線2113
同原案に関する意見募集を実施した結果、170件の貴重な意見を頂きました。頂いた意見に対する市の考え方や同原案の修正個所な
どは、政策企画課（本庁舎４階）または市ホームページで閲覧できます（http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）。
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■
市
長
に
提
案
・
デ
ュ
エ
ッ
ト
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１

提案要旨（市民目安箱）
免許証など持たない人に、市が発行する身分証

明書を写真付きで発行してください。何かの折、
身分を証明する物の提示を急に言われて困る場合
や、お年寄りが外出中気分が悪くなった場合でも、
誰であるかが証明できると思います。
回答
現在、市では住民基本台帳カードを発行してお

ります。このカードは、住民基本台帳ネットワー
クシステムの第２次サービスとして、平成15年
８月25日から発行が開始されたものです。この

カードを持っていれば、
全国どこの市区町村でも
住民票が取れるなどのサ
ービスを受けることがで
きます。
このカードは、申請時

に顔写真付きと顔写真なしの２種類を選択いただ
けます。顔写真付きカードには、住所・氏名・生
年月日・性別が記載されておりますので、公的な
身分証明書としてご利用になれます。
住民基本台帳カードの発行を希望される方は、

市民課（本庁舎１階）・南連絡所・高階出張所に、
顔写真（縦4.5cm×横3.5cm）・印鑑をお持ち
ください。本人あてに照会文書を郵送し、本人
確認したあとに、カードを発行いたします。手数
料は、カード１枚につき500円です。なお、身
分証明書（運転免許証など）をお持ちの方は、そ
の場でカードを発行いたします。
このことについては、市民課窓口係・℡内線

2452にお尋ねください。

舟橋市長に提案 №126

写真付きの身分証明書を発行
してください。

あ
て
先
＝
〒
３
５
０-

８
６
０
１
川
越
市
役
所
広
聴
広
報
課
「
デ
ュ
エ
ッ
ト
係
」
▼
フ
ァ

ク
ス
＝
２
２
５-

２
８
９
５
▼
Ｅ
メ
ー
ル
＝in

fo
@
city.kaw

ag
o
e
.saitam

a.jp

＊
必
ず
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

＊
匿
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

Duet

デ
ュ
エ
ッ
ト
広
報
川
越
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

て
不
思
議
で
す
ね
。
た
い
へ
ん
で
し

た
が
、
当
時
の
こ
と
は
い
い
思
い
出

で
す
。
川
越
の
お
芋
、
あ
り
が
と
う
。

そ
し
て
思
い
出
も
…
…
。

人
見
和
子

◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎

私
が
子
供ど

も

の
頃こ

ろ

、
栃
木
県
の
北

部
で
は
、
さ
つ
ま
い
も
を
川

越
い
も
と
云い

っ
て
ま
し
た
。
当
時
は

戦
争
中
で
食
糧
が
不
足
し
て
ま
し
た

の
で
、
唯
一
川
越
い
も
が
甘
く
て
お

五
十
五
年
前
、
私
が
十
二
歳
の

こ
ろ
、
新し

ん

宿
じ
ゅ
く

で
石
焼
き
芋
を

売
っ
て
い
ま
し
た
。
妹
と
い
っ
し
ょ

に
荷
車
を
引
い
て
、
夕
方
か
ら
次
の

日
の
明
け
方
ま
で
で
す
。
そ
の
時
売

っ
て
い
た
の
が
、
川
越
の
お
芋
で
し

た
。
当
時
、
石
焼
き
芋
屋
は
少
な
か

っ
た
の
で
、け
っ
こ
う
人
気
が
あ
り
、

喜
ば
れ
ま
し
た
。

川
越
の
お
芋
を
売
っ
て
い
た
私

が
、
現
在
川
越
に
住
ん
で
い
る
な
ん

い
し
い
最
高
の
お
や
つ
で
し
た
。
ご

は
ん
の
代
わ
り
に
も
食
べ
ま
し
た
。

川
越
に
住
ん
で
三
十
有
余
年
、
本

場
の
お
い
し
い
川
越
い
も
を
食
べ
る

事こ
と

が
出で

来き

て
と
て
も
幸
せ
で
す
。
今

は
使
い
古
し
た
ヤ
カ
ン
に
小
石
を
敷

き
、
焼
き
い
も
を
作
っ
て
ま
す
。
孫

達た
ち

も
お
い
し
い
と
云
っ
て
喜
ん
で
食

べ
て
ま
す
。

（
一
部
省
略
）

川
越
い
も
子
（
か
す
み
野
二
丁
目
）

◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎

戦
前
・
戦
後
に
、
ボ
イ
ラ
ー
に

缶
内
処
理
用
と
し
て
サ
ツ
マ

イ
モ
を
投
入
し
た
。
炉
筒
に
ス
ケ
ー

ル
が
付
着
す
る
の
を
予
防
し
た
り
、

除
去
し
た
り
す
る
の
に
使
わ
れ
て
い

た
。
本
来
の
清
缶
剤
は
、
生
産
量
も

少
な
く
、
高
額
の
為た

め

に
サ
ツ
マ
イ
モ

を
代
用
し
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
に
含
有

す
る
各
種
成
分
が
熱
せ
ら
れ
て
、
効

果
を
発
揮
し
た
。

（
一
部
省
略
）

高
橋
源
三
郎
（
か
す
み
野
一
丁
目
）

■
広
報
川
越
か
ら

戦
後
六
十
年
目
で
も
あ
っ
た
こ
と

し
。
届
い
た
お
便
り
に
は
、
サ
ツ
マ

イ
モ
と
物
資
の
な
か
っ
た
戦
中
・
戦

後
の
話
が
多
く
、
今
の
豊
か
さ
を
あ

ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
サ
ツ
マ
イ

モ
に
関
す
る
た
く
さ
ん
の
お
便
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎

＊
ふ
り
が
な
は
広
聴
広
報
課
で
付
け

ま
し
た
。

住民基本台帳カード
（写真付き）の見本
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■
年
末
年
始
の
業
務
案
内
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１

17年12月 26 27 28 29 30 31 １ ２ ３ ４
席 惜 戚 斥 昔 析 積 惜 戚 18年１月

ごみ・し尿の収集
■ごみの収集（必ず午前８時までに出してください）
①燃えるごみ

＊年末には多量のごみが出されるため、収集時間がふだん
と異なる場合があります。
②燃えないごみ・紙類
「びん、かん・ペットボトル」「不燃ごみ」「紙類」の収集は

「平成17年度収集日程表」のとおりです。
③その他プラスチック製容器包装

問い合わせ…環境業務課管理係・℡内線2631

■粗大ごみのリクエスト収集（電話予約）
一般家庭のたんすや電子レンジなど粗大ごみ収集の電話
予約は、年末は12月28日戚まで、年始は１月４日戚から
受け付けます。
＊毎週金曜日に開催するリサイクル家具展示即売は、12
月16日昔まで実施します。
問い合わせ…リサイクルセンター・℡223－8200

■し尿の収集
市の直営区域は環境衛生センター、それ以外の区域につ
いては許可業者へ直接、依頼してください。年末は12月
30日昔まで、年始は１月４日戚から受け付けます。
問い合わせ…環境衛生センター・℡224－9191

コース名 年　末 年　始
月曜日・木曜日コース 12月29日斥 １月５日斥
火曜日・金曜日コース 12月30日昔 １月６日昔

コース名 年　末 年　始
月曜日コース 12月26日 １月９日
火曜日コース 12月27日 １月10日
水曜日コース 12月28日 １月４日
木曜日コース 12月29日 １月５日
金曜日コース 12月30日 １月６日

■清掃センターへの自己搬入

受付時間…午前８時40分～11時50分$午後１時～３時
引っ越し等で一度に出る多量のごみ、または事業系ごみ
は、ごみ集積所には出せません。12月28日戚までに直接
清掃センターに運ぶか、市の許可業者に運搬を依頼してく
ださい。
＊年末年始は込み合いますので、持ち込む場合は早めにお
願いします。
＊新聞・段ボール等の紙類やバッテリー・タイヤ・消火器
などは、市では受け付けません。処理方法等については、
お尋ねください。
＊テレビ・エアコン・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・パソコン
についても、市では受け付けません。詳しくは、「家庭ご
みの分け方・出し方」16・17ページをご覧ください。
問い合わせ…環境業務課管理係・℡内線2631$清掃事業
所・℡223－0912$東清掃センター・℡223－
2645$リサイクルセンター・℡223－8200$西清掃
センター・℡232－8744

12月29日斥～１月３日惜の診療機関
■川越市休日急患・小児夜間診療所（内・小） 小

こ

仙
せん

波
ば

町
まち

２丁目45－５ ℡223－0601
受付時間…午前９時～11時$午後１時～３時$午後８時～10時30分
■川越市予防歯科センター（急患のみ） 三

さん

久
く

保
ぼ

町
ちょう

18－３ ℡224－3891
受付時間…午前９時～11時30分
■年末年始の当番医
変更になる場合があります。受診の際は、当日の当番医にご確認ください。

受付時間…午前９時～午後４時
12／29斥…三井病院 （内・外・整外・小） 連

れん

雀
じゃく

町
ちょう

19－３ ℡222－5321
12／30昔…武蔵野総合病院 （内・外・整外・脳） 大

おお

袋
ふくろ

新
しん

田
でん

977－９ ℡244－6340
12／31析…行定病院 （内） 脇

わき

田
た

本
ほん

町
ちょう

４－13 ℡242－0382
１ ／１積…赤心堂病院 （内・外・整外・産婦） 脇田本町25－19 ℡242－1181
１ ／２ …広瀬病院 （内・外・消） 中

なか

原
はら

町
まち

１丁目12－１ ℡222－0533
１ ／３惜…池袋病院 （内・外・整外・小） 笠

かさ

幡
はた

3724－６ ℡231－1552

受付場所 区　　分 休　み
東清掃センター 可燃のみ

リサイクルセンター
不燃、粗大、

12月29日斥
かん・ペットボトル

～１月３日惜
西清掃センター

可燃、不燃、粗大、びん、
その他プラスチック製容器包装
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■
年
末
年
始
の
業
務
案
内
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１

●市民体育館 ℡223－0103
●武道館 ℡224－7220
●サンライフ川越・芳野台体育館 ℡225－5445
●川越福祉センター ℡249－2262
＊４月１日析～４日惜の利用予約は１月４日戚から受け付
けます。

12／26～１／４が休み
●中央図書館 ℡222－0559
＊４月分の展示室・視聴覚ホール等の利用予約は１月５日
斥、午前９時40分から受け付けます。
●西図書館 ℡237－5660
●川越駅東口図書館 ℡228－7712

12／27～１／４が休み
●川越運動公園
総合体育館・テニスコート ℡224－8765
陸上競技場 ℡224－8881
＊２月分の利用予約は１月５日斥、午前８時30分から受
け付けます。

12／28～１／４が休み
●市立博物館 ℡222－5399
●本丸御殿 ℡224－6015
●市立美術館 ℡228－8080
＊２月分の創作室の利用申し込みは１月５日斥、午前９時
から受け付けます。
●子育て支援センター ℡233－7551

12／28～１／１が休み
●蔵造り資料館 ℡225－4287
●川越まつり会館 ℡225－2727

12／28～１／３が休み
●高階北学習情報館 ℡240－2906

１／１が休み
●川越駅東口公共地下駐車場 ℡226－0081

１／１・２が休み
●市営幸町駐車場 ℡222－8567
●市営連雀町駐車場 ℡226－9504
●葬祭作業所 ℡243－7999
＊12月31日析は、午前８時30分～午後５時で祭壇の回収
のみ。１月３日惜は、午前９時～11時で祭壇の貸し出し
および葬祭用具の引き渡しのみ。

１／１～３が休み
●市民聖苑やすらぎのさと　 ℡226－0090
●斎場 ℡242－2739

年末年始の業務案内
施設の休業案内

12／29～１／３が休み
●市役所各庁舎、出張所・連絡所・証明センター
＊ただし、この間も出生届・死亡届・婚姻届など戸籍の受
け付け、火葬・葬祭用具等・市民聖苑

えん

やすらぎのさとの使
用申し込みは、本庁舎地下１階当直室で休まずに行います。
●自動交付機（市民課） ℡内線2455
＊本庁舎１階・南連絡所・高階南公民館・大東南公民館・
霞ケ関北出張所に設置されています。
●保健所 ℡227－5101
●総合保健センター ℡224－8611
●市立診療所 ℡224－2648
●公民館
＊２月分の利用予約は１月５日斥から受け付けます。
●さわやか活動館 ℡237－4890
＊２月分の利用予約は１月６日昔から受け付けます。
●勤労青少年ホーム ℡222－5241
＊２月分の利用予約は１月５日斥から受け付けます。
●市民会館・やまぶき会館 ℡222－4678
●メルト ℡233－6711
●ジョイフル ℡248－4115
＊市民会館・やまぶき会館、メルト、ジョイフルの平成
18年12月分の利用予約は１月４日戚、午前９時から受け
付けます。
●川越駅東口多目的ホール ℡228－7723
＊平成18年12月分の利用予約は１月４日戚、午前９時30
分～10時に同ホールへお越しください。
●北部地域ふれあいセンター ℡223－7221
＊４月分の利用申し込みは１月４日戚、午前９時から受け
付けます。
●生活情報センター ℡226－7066
＊４月分の利用申し込みは１月４日戚、午前10時30分か
ら受け付けます。
●農業ふれあいセンター ℡226－6551
＊２月分の利用予約は１月４日戚、午前８時30分から受
け付けます。
●国際交流センター ℡228－7723
●女性会館 ℡242－6346
●女性活動支援のひろば ℡228－7724
●総合福祉センター・オアシス ℡228－0200
●小ケ谷老人憩いの家 ℡245－8494
●高階北老人憩いの家 ℡248－6565
●川越駅東口老人憩いの家 ℡228－7717
●東後楽会館 ℡224－3366
●西後楽会館 ℡232－6177
●公園管理事務所 ℡222－1301
＊２月分の利用予約は１月５日斥、午前８時30分から受
け付けます。
●児童センター こどもの城 ℡225－7288
●川越駅東口児童館 ℡228－7719

つどいの広場の休業期間
・南古谷第二保育園内　 12／21戚～１／４戚
・川越福祉センター内　 12／28戚～１／４戚
・笠幡菜の花保育園内 12／29斥～１／３惜
問い合わせ…こども家庭課管理係・℡内線2581
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■
お
知
ら
せ
ワ
イ
ド
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１

川
越
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選

挙
の
投
票
日
が
、
一
月
二
十
三
日
席

（
告
示
日
＝
一
月
十
六
日
席
）
に
決

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
選
挙
は
三
年
に

一
度
行
わ
れ
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
代

表
と
し
て
、
農
業
生
産
力
の
向
上
や

農
業
経
営
の
合
理
化
な
ど
、
重
要
な

仕
事
を
す
る
農
業
委
員
を
選
ぶ
も
の

で
す
。

選
挙
区
お
よ
び
投
票
区
に
つ
い
て

は
、
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時
…
12
月
19
日
席
、
午
前
９
時

30
分
〜

会
場
…
本
庁
舎
七
階
７
Ａ
会
議
室

問
い
合
わ
せ
…
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
・
℡
内
線
３
７
１
２

１
月
１
月
１
月
232323
日日日
席席席
は
農
業
委
員
選
挙
で
す

は
農
業
委
員
選
挙
で
す

は
農
業
委
員
選
挙
で
す

融
資
制
度
名

貸
付
限
度
額

貸
付
利
率
（
年
利
）

中
小
企
業
近
代
化
資
金

三
千
万
円
以
内

１
・
８
パ
ー
セ
ン
ト

小
口
金
融
あ
っ
旋

一
千
二
百
五
十
万
円
以
内

１
・
６
パ
ー
セ
ン
ト

特
別
小
口
無
担
保
無
保
証
人

一
千
二
百
五
十
万
円
以
内

１
・
６
パ
ー
セ
ン
ト

新
規
創
業
者
支
援
資
金

一
千
万
円
以
内

１
・
２
パ
ー
セ
ン
ト

中
小
企
業
認
証
等
取
得
資
金
融
資

五
百
万
円
以
内

１
・
２
パ
ー
セ
ン
ト

市
で
は
左
表
の
と
お
り
、
中
小
企

業
者
を
対
象
と
し
た
事
業
資
金
融
資

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

融
資
に
つ
い
て
の
相
談
・
申
し
込

み
は
、
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
商
工
振
興
課
商
工

係
・
℡
内
線
２
７
２
１

市
の
事
業
資
金
融
資
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
の
事
業
資
金
融
資
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
の
事
業
資
金
融
資
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
で
は
、
地
域
と
行
政
が
協
力
し

て
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
福

祉
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
、
計
画
の
素
案
に
対
す
る
意
見

を
募
集
し
ま
す
。
素
案
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

http://www.city.kawagoe.saitam
a.jp/

募
集
期
間
…
12
月
14
日
戚
〜
27
日
惜

対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

閲
覧
場
所
…
保
健
福
祉
推
進
課
（
本

庁
舎
二
階
）
・
保
健
総
務
課
（
保

健
所
）
・
出
張
所
・
公
民
館
・
図

書
館
・
社
会
福
祉
協
議
会
（
オ
ア

シ
ス
内
）

意
見
の
提
出
方
法
…
住
所
・
氏
名
・

連
絡
先
（
電
話
番
号
等
）
、
在

勤
・
在
学
の
場
合
は
勤
務
地
ま
た

は
通
学
地
を
明
記
し
、
直
接
ま
た

は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
〒
３
５
０-

８
６
０
１
川
越

市
役
所
保
健
福
祉
推
進
課

意
見
の
取
り
扱
い

意
見
に
対
す
る
考
え
方
お
よ
び
修

正
案
は
、そ
の
内
容
を
公
表
し
ま
す
。

類
似
の
意
見
は
取
り
ま
と
め
ま
す
。

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
は
公
表
し
ま

せ
ん
。
な
お
、
意
見
に
対
す
る
個
別

の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
…
保
健
福
祉
推
進
課
保

健
福
祉
推
進
担
当
・
℡
内
線
２
５

１
３
▼
FAX
２
２
３-

８
７
８
６
▼

Ｅ
メ
ー
ル
＝kenfukusui@

city.
kaw
agoe.saitam

a.jp

川
越
市
地
域
福
祉
計
画
に
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

川
越
市
地
域
福
祉
計
画
に
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

川
越
市
地
域
福
祉
計
画
に
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

市
で
は
、
埼
玉
県
や
県
内
市
町
村

と
共
同
で
、
住
民
票
の
写
し
請
求
等

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
行

う
、
電
子
申
請
・
届
け
出
の
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
十
二
月
十

二
日
席
か
ら
、
住
民
税
課
税
証
明
・

所
得
証
明
・
非
課
税
証
明
交
付
申
請

な
ど
の
手
続
き
も
申
請
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www.city.kawagoe.saitam
a.jp/

問
い
合
わ
せ
…
情
報
統
計
課
情
報
化

推
進
担
当
・
℡
内
線
２
２
６
１

電
子
申
請
・
届
け
出
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
が
広
が
り
ま
す

電
子
申
請
・
届
け
出
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
が
広
が
り
ま
す

電
子
申
請
・
届
け
出
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
が
広
が
り
ま
す

選挙区 投票区 区域　

１
１ 本庁地区
２ 山田地区
３ 芳野地区

２ ４ 古谷地区
５ 南古谷地区

３
６ 高階地区
７ 福原地区
８ 大東地区

４ ９
霞ケ関地区
霞ケ関北地区

10 名細地区

■下水道排水に気を付けましょう
ごみや料理の油を下水に流すと、下水管の詰まりや悪臭、処理場
の微生物を弱らせることなどにつながります。みんなで下水道を快
適に使うため、次の事を心がけましょう。
●排水口には網などを付け、調理くずやごみを流さないようにする
●調理の際、油は使い切る
●食器に残った油汚れは、ふき取ってから洗う
●洗濯時に、必要以上に洗剤を使わない
問い合わせ…下水維持課排水指導係・℡226－1277
■水質事故未然防止にご協力を
機械などを取り扱う際の不注意や施設の老朽化などで油類が流出
すると、河川や池沼を汚染する事故につながります。事業所の皆さ
んは、次の事に注意してください。
●施設の運転停止・始動時のバルブ・スイッチ類の点検確認を行う
●溶剤・油類・酸・アルカリ溶液など、廃棄物の処理・処分を適正
に行う
＊事故が発生したら、速やかに応急措置を取り、直ちに環境保全課
まで連絡してください。
問い合わせ…環境保全課水質保全係・℡内線2625

年末年始は に注意！水
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■
ハ
ロ
ー
姉
妹
都
市
／
人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ
／
自
治
会
活
動
か
ら
■

大江戸に連
れん

雀
じゃく

町
ちょう

パワー爆発!!
10月29日・30日に千

ち

代
よ

田
だ

区で開催された江戸天下祭に、連雀町

の山車が参加。30日の山車・御
み

輿
こし

巡行では、日比谷公園から高層

ビル街や東京駅前を練り歩きました。メインステージ近くでは、

前を巡行していた鴨
かも

川
がわ

市の山車と曳
ひ

っかわせを行うというハプニ

ングも……。「町内の150人が参加しました。今後も機会があれば

市外にぜひ行きたいという声が上がっています。川越のＰＲにも

なったのではないでしょうか」と自治会長の伊
い

藤
とう

義
よし

郎
ろう

さん（74歳）。

暮らし広がる

自治会活動から イチョウ並木を進む連雀町の山車イチョウ並木を進む連雀町の山車イチョウ並木を進む連雀町の山車

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

児
童
・
生
徒
の
作
文
⑥
教
育
指
導
課
指
導
係

℡
２
２
４-

８
８
１
１
内
線
２
９
２
５

幸
せ
の
使
者
②

小
学
六
年
生

お
母
さ
ん
の
話
は
つ
づ
き
ま
す
。

「
Ａ
ち
ゃ
ん
と
道
を
歩
い
て
い
た
ら
、

車
は
止
ま
っ
て
く
れ
る
し
、
Ａ
ち
ゃ
ん

は
幸
せ
の
使
者
や
。」

と
言
い
ま
し
た
。
私
は
、

「
な
ん
で
、
あ
た
り
前
だ
よ
。
Ａ
ち
ゃ

ん
は
車
イ
ス
な
ん
だ
し
。」

と
言
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
は
、
こ
う

答
え
ま
し
た
。

「
だ
っ
て
、
Ａ
ち
ゃ
ん
に
道
を
ゆ
ず
っ

て
く
れ
た
車
も
、
ド
ア
を
開
け
て
く
れ

た
人
も
、
き
っ
と
、『
あ
あ
、
い
い
こ

と
を
し
た
。』
っ
て
、
一
日
中
い
い
気

持
ち
に
し
て
人
を
優
し
く
さ
せ
た
ん

よ
。
あ
ん
た
も
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
え

え
か
ら
し
て
あ
げ
や
。」

確
か
に
そ
の
通と

お

り
で
す
。
人
を
優
し

い
気
持
ち
に
さ
せ
る
能
力
を
も
つ
Ａ
ち

ゃ
ん
は
、
幸
せ
の
使
者
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。人

に
は
一
人

ひ

と

り

一
人

ひ

と

り

、
生
ま
れ
て
き
た

意
味
が
あ
り
ま
す
。
き
っ
と
Ａ
ち
ゃ
ん

は
人
を
幸
せ
に
す
る
た
め
生
ま
れ
て
き

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
素す

晴ば

ら
し
い
能
力
を
持
っ
て
い
て
、
Ａ
ち

ゃ
ん
は
か
っ
こ
い
い
で
す
。
す
ご
い
で

す
。だ

っ
た
ら
、
私
は
何
の
た
め
に
生
ま

れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
私
は
一
生
か

か
っ
て
も
、
こ
の
宿
題
を
や
り
と
げ
よ

う
と
思
い
ま
す
。

Ａ
ち
ゃ
ん
は
人
を
優
し
く
さ
せ
ま

す
。
で
も
、
Ａ
ち
ゃ
ん
だ
け
で
な
く
、

だ
れ
で
も
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
友
達
が
笑
う
と
、
と
て
も
あ

た
た
か
い
気
持
に
な
り
ま
す
。
声
を
か

け
る
と
心
が
つ
な
が
り
ま
す
。
と
て
も

簡
単
な
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の

よ
う
な
心
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
、
人
を
な
ぐ
さ
め
た
り
、
な
ぐ
さ
め

ら
れ
た
り
し
た
ら
、
手
と
手
を
つ
な
い

で
生
き
て
行い

け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

そ
の
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
Ａ

ち
ゃ
ん
、
お
母
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

＊
ふ
り
が
な
は
広
聴
広
報
課
で
付
け
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
に
川
越
市
内
の
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
作
文
を
ま
と
め
た
人
権
文
集
「
あ

け
ぼ
の
」
か
ら
、
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

十
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日
の

両
日
に
川
越
産
業
博
覧
会
（
さ
ん

ぱ
く
）
が
開
催
さ
れ
、
延
べ
十
二

万
人
も
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
に
ぎ
わ
い
の
中
、
姉

妹
・
友
好
都
市
で
あ
る
福
島
県
の

棚た
な

倉ぐ
ら

町ま
ち

、
福
井
県
の
小お

浜ば
ま

市
、
北

海
道
の
中な

か

札さ
つ

内な
い

村む
ら

も
参
加
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
産
品
の
販
売
と
観

光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
同
会
場

の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
各
姉
妹
・
友

好
都
市
の
特
徴
や
歴
史
、
観
光
な

ど
に
つ
い
て
紹
介
す
る
「
ゆ
め
い

っ
ぱ
い
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」

を
開
催
。
多
く
の
人
々
が
集
ま
っ

て
、
興
味
深
く
説
明
を
聴
い
て
い

ま
し
た
。

姉
妹
・
友
好

都
市
の
テ
ン
ト

に
は
、
川
越
で

は
な
か
な
か
手

に
入
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
特

産
品
が
並
び
、

連
日
大
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。

農
林
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
発
展

し
て
き
た
棚
倉
町
の
テ
ン
ト
に

は
、
こ
ん
に
ゃ
く
製
品
・
漬
物
・

き
り
げ
た
な
ど
が
並
び
、
宿
泊
型

ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
あ
る
ル
ネ
サ
ン

ス
棚
倉
の
Ｐ
Ｒ
も
あ
り
ま
し
た
。

古
く
か
ら
都
に
食
を
供
給
し
て
い

た
「
御み

食け
つ

国く
に

」
で
あ
る
小
浜
市
の

テ
ン
ト
で
は
、
魚
介
類
や
海
藻
な

ど
海
の
幸
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

中
札
内
村
の
テ
ン
ト
に
は
有
機
農

業
で
作
ら
れ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
チ

ー
ズ
、
そ
し
て
全
国
的
に
珍
し
い

無
殺
菌
牛
乳
な
ど
、「
北
の
大
地

の
恵
み
」
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
場
で
食
べ
ら
れ
る

焼
き
鳥
・
焼
き
サ
バ
・
ジ
ャ
ガ
バ

タ
ー
な
ど
の
即
売
や
無
料
配
布
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
香
り
漂
う
中
、

テ
ン
ト
周
辺
は
こ
れ
ら
の
名
産
品

を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
る
皆

さ
ん
に
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

食
を
通
じ
て
、
姉
妹
友
好
都
市

と
「
お
い
し
い
」
交
流
。
そ
れ
ぞ

れ
の
ま
ち
が
持
つ
魅
力
の
一
端

を
、味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

国内の姉妹・友好都市

国
際
交
流
課
国
際
交
流
担
当
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１
内
線
２
１
４
２

にぎわう小浜市のテントにぎわう小浜市のテントにぎわう小浜市のテント

「
お
い
し
い
」
交
流
が
で
き
ま
し
た
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健康
アドバイス

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
母
子
保
健
係
・
℡
２
２
９-

４
１
２
５

食
育
に
つ
い
て

■
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
／
消
費
生
活
レ
ポ
ー
ト
／
交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
に
■

つ
ま
り
、
私
た
ち
の
心
も
体
も
「
食
」

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。で

は
、
な
ぜ
最
近
「
食
育
」
と
い
う
こ

と
ば
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。「
食
」
は
人
が
生
き
て
い
く
た

め
に
不
可
欠
で
す
が
、
今
日
で
は
次
の
よ

う
な
問
題
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
「
食
」
を
大
切
に
す
る
心
が
、
希
薄
に

な
っ
て
き
て
い
る

②
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
っ
た
食
事
や
、
不

規
則
な
食
事
が
増
え
て
き
て
い
る

③
肥
満
や
生
活
習
慣
病
（
が
ん
・
糖
尿
病

な
ど
）
が
増
え
て
き
て
い
る

近
ご
ろ
「
食
育
」
と
い
う
こ
と
ば
を
よ

く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。で
は
、

食
育
と
は
い
っ
た
い
何
で
し
ょ
う
か
。
こ

と
し
七
月
に
施
行
さ
れ
た
食
育
基
本
法
で

は
、
食
育
を
次
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

①
生
き
る
う
え
で
の
基
本
で
あ
っ
て
、
知

育
・
徳
育
お
よ
び
体
育
の
基
礎
と
な
る

べ
き
も
の

②
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
じ
て
、「
食
」

に
関
す
る
知
識
と
「
食
」
を
選
択
す
る

力
を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践

す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育
て
る
こ

と

例
年
、
年
末
年
始
は
飲
酒
の
機
会
が
多
く
、
交
通

量
の
増
加
や
慌
た
だ
し
さ
な
ど
か
ら
、
交
通
事
故
が

多
発
し
ま
す
。
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
交
通
事
故

防
止
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
川
越
警
察
署
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
機
関
・
団
体
と
協
力
し
、
次
の
と
お
り

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報
車
に
よ

る
市
内
巡
回
広
報
を
随
時
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

■
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動
開
始
式
及お

よ

び
自

転
車
の
安
全
利
用
推
進
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
お
か
わ
り
君
」
の
愛
称
で
人
気
者
の
西
武
ラ
イ
オ

ン
ズ
・
中な

か

村む
ら

剛た
け

也や

選
手
が
、
一
日
警
察
署
長
と
し
て

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時
…
12
月
15
日
斥
、
午
後
２
時
〜
　
会
場
…
西
武

本
川
越
ペ
ペ
前
広
場
（
雨
天
の
場
合
は
本
川
越
駅
一

階
改
札
前
）

■
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
促
進
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

日
時
…
12
月
19
日
席
、
午
後
２
時
〜
（
雨
天
中
止
）

会
場
…
県
道
川
越
日
高
線
の
関
越
自
動
車
道
ガ
ー
ド

下
（
的ま

と

場ば

二
丁
目
）

■
飲
酒
運
転
追
放
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時
…
12
月
22
日
斥
、
午
後
２
時
〜
（
雨
天
中
止
）

会
場
…
川
越
自
動
車
学
校
前
（
野の

田だ

町ま
ち

二
丁
目
）

＊
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

12
月
15
日
斥
〜
１
月
３
日
惜

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
実
施
し
ま
す

総
合
交
通
政
策
課
交
通
安
全
指
導
係

℡
２
２
４-

８
８
１
１
内
線
３
２
６
５ 42

事例
ガラス容器入りのろうそくに火を付けて、しばらく
したら容器の口部分が燃え上がりました。そこで、す
ぐに吹き消したところ、溶けてたまっていたろうが顔
と手に飛んで、やけどしてしまいました。
消費者へのアドバイス
容器の状態やろうそくの形など、条件によっては、

溶けてたまったろうがその場で気体になり、上面に火
が付いてしまう危険性があります。
火が付いているときには、ろうそくのそばを離れな
いようにしましょう。そして、ろうが溶けてたくさん
たまったら、念のため火を消しましょう。その時は吹
き消すのではなく、なるべく陶器などをかぶせて空気
を遮断することで消すようにしましょう。
また、使用上の注意をよく読んで守ることが大切で
す。パーティーの際や、最近流行のヒーリング用アロ
マろうそくなど、身近な場面でろうそくを使うことが
多くなってきたのではないでしょうか。しかし、小さ
くても火を使うのですから、十分な気配りが必要です。
燃えやすい物の近くでは、決して使用しないようにし
ましょう。火を消した後も、熱いうちは直接触らない
ようにしましょう。
ろうそくは生活を豊かにしてくれますが、事故が起
こらないように気を付けて使用することが大切です。

＊　　　　＊　　　　＊

■消費生活相談
生活情報センターおよび市民相談室分室で行ってい

ます。日時等、詳しくは毎月25日発行の広報川越・

市民相談案内をご覧ください。

問い合わせ…生活情報センター（脇
わき

田
た

町
まち

105・アト
レ６階）・℡226ー7066

消消費費生生活活レレポポーートト　　113300
ろうそくの事故

④
過
度
の
や
せ
志
向

⑤
「
食
」
の
安
全
上
の
問
題
の
発
生

⑥
「
食
」
の
海
外
へ
の
依
存

⑦
伝
統
あ
る
食
文
化
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

こ
の
よ
う
な
問
題
を
見
直
す
た
め
に

は
、
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
分
や
家

族
の
切
実
な
問
題
と
し
て
、
食
生
活
全
般

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今

後
、家
庭
・
学
校
・
保
育
所
・
地
域
な
ど
、

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
食
育
の

活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
に

参
加
・
協
力
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
で

き
る
こ
と
か
ら
食
生
活
を
改
善
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
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■
み
ん
な
の
作
文
／
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
／
お
し
ゃ
べ
り
倶
楽
部
■

短
　
歌

四
元
仰
・
選

朝
寒
に
起
き
て
着
が
え
る
我わ

れ

を
見
て
足
細
く
な
り
し
と
息
子
は
な
げ
く

田
中
英
子(

三
光
町)

秋
空
の
碧あ

お

ど
こ
ま
で
も
透
き
と
お
り
諭
さ
る
る
ご
と
わ
だ
か
ま
り
捨
つ

中
野
敬
三(

富
士
見
町)

離
れ
て
も
馴な

染じ

み
の
床
屋
に
帰
り
来
て
そ
こ
に
も
息
子
ら
古ふ

る

里さ
と

を
も
つ

西
角
美
知
子(

広
谷
新
町)

幼お
さ

な
子
は
見
え
て
聞
こ
ゆ
る
か
顔
見
つ
め
抱
け
る
母
と
は
な
し
す
る
ら
し

間
仁
田
勇(

小
室)

娘
と
歩
く
新
宿
ビ
ル
街
の
昼
下
が
り
ね
ず
み
の
一
匹
横
切
っ
て
ゆ
く

吉
田
政
子(

広
谷
新
町)

俳
　
句

石
川
俊
一
・
選

単
線
の
二
両
編
成
草
紅
葉

猪
狩
茂(

小
室)

老
ゆ
る
と
は
素す

晴ば
ら

し
き
こ
と
槐

え
ん
じ
ゅ

の
実

山
根
正
裕(

末
広
町
一
丁
目)

山
茶
花

さ

ざ

ん

か

の
紅
白
盛
る
夜
戦
寺

斎
藤
恒(

松
江
町
一
丁
目
）

山
車
揃そ

ろ

え
古
式
床ゆ

か

し
き
小
江
戸
振ぶ

り

小
西
平
次(

霞
ケ
関
北
二
丁
目
）

賛
美
歌
の
聞
こ
ゆ
る
庭
に
萩は

ぎ

ゆ
る
る

寺
田
千
代
子(

仙
波
町
二
丁
目)

川
　
柳

小
川
正
夫
・
選

大
仰
な
手て

締じ
め

に
照て

れ
る
小

し
ょ
う

熊く
ま

手で

武
島
征
一
郎(

今
福)

リ
ュ
ー
マ
チ
が
疼う

ず

き
は
じ
め
る
寒
の
入
り

和
田
ふ
み
の(

松
江
町
二
丁
目)

し
あ
わ
せ
と
思
う
日
も
あ
り
菊
日
和

押
味
立
子(

稲
荷
町)

掛
け
持
ち
の
忘
年
会
で
繋つ

な

ぐ
義
理

本
間
四
郎(

旭
町
三
丁
目)

か
け
込
み
で
帳

ち
ょ
う

尻じ
り

合
わ
す
年
の
暮く

れ

我
妻
信
子(

砂)

応募方法（２月掲載分は12月28日戚必着）
●短歌部門＝当季雑詠３首まで、俳句部門＝
当季雑詠２句まで、川柳部門＝雑詠３句まで
●市内在住・未発表・創作のもの・かい書で
明記・すべての漢字にふりがなを付ける・作
品の返却なし・掲載時に選者が手を加える場
合あり
●ハガキに部門・作品・住所・氏名（ふりが
な）・年齢・電話番号を明記し、〒350－
8601川越市役所広聴広報課

私
の
上
戸
小
学
校
の
よ
こ
に

は
、
河
越
館
あ
と
と
い
う
国
指
定

の
史
せ
き
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
そ

ば
に
は
入
間
川
も
流
れ
、
と
て
も

自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
四
階
の

私
の
教
室
か
ら
も
、
入
間
川
が
き

れ
い
に
見
え
ま
す
。

昔
、
こ
こ
に
は
、
大
き
な
館
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
上
戸
小
学
校

は
、
そ
の
館
あ
と
の
上
に
建
っ
て

い
る
の
で
す
。
昔
の
人
が
気
に
入

っ
て
住
ん
で
い
た
所
に
私
た
ち
の

学
校
が
建
っ
て
い
る
な
ん
て
、
申

し
訳
な
い
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。

で
も
本ほ

ん

当と
う

は
私
た
ち
の
学
校
の
下

に
遺
跡
が
あ
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ

ま
せ
ん
。

私
は
、
秋
の
河
越
館
あ
と
が
一い

ち

番ば
ん

好
き
で
す
。
ト
ン
ボ
が
た
く
さ

ん
飛
ん
で
い
て
、夕
方
に
な
る
と
、

ト
ン
ボ
や
虫
を
つ
か
ま
え
に
来
る

子
ど
も
た
ち
で
、
に
ぎ
や
か
に
な

り
ま
す
。館
あ
と
の
ま
わ
り
に
は
、

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
が
点
々
と
さ
き
ま

す
。
草
に
も
、
赤
の
洋
服
が
に
あ

い
ま
す
。秋
は
草
が
風
に
ゆ
れ
て
、

き
れ
い
で
す
。
秋
は
、
茶
色
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
け
ど
、
河
越

館
あ
と
は
、
私
に
と
っ
て
「
赤
」

の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
秋
は
私
の
好

き
な
季
節
な
の
で
、
河
越
館
あ
と

で
遊
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
「
河
越
館
あ
と
史
跡
公

園
」
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
木
が

た
く
さ
ん
あ
っ
て
緑
い
っ
ぱ
い
の

河
越
館
あ
と
史
跡
公
園
に
な
る
と

い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
人

が
た
く
さ
ん
あ
つ
ま
る
に
ぎ
や
か

な
公
園
に
な
る
と
よ
い
と
思
い
ま

す
。上

戸
小
学
校
は
、
も
う
す
ぐ
三

十
才さ

い

の
た
ん
生
日
を
む
か
え
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
、
私
た
ち
や
上

戸
小
学
校
を
守
っ
て
い
て
ほ
し
い

で
す
。

＊
ふ
り
が
な
は
広
聴
広
報
課
で
付
け
ま
し
た
。

上
戸
小
と
河
越
館
あ
と

上
戸
小
学
校
五
年
　
　
関せ

き

根ね

早さ

映え

子こ

もうすぐ、クリスマスや新年を迎え
ます。この時期になると、シクラメン
の鉢植えをよく見かけます。
地中海東北部沿岸が原産地で、本来
は早春に花が咲き始めます。17世紀
から栽培が始まり、育成技術が進歩す
るにつれ、年末に花を咲かせることが
できるようになりました。花の色・形
や大きさ、葉の模様などの改良も進み、
今では、さまざまな品種が出回ってい
ます。
こうして、鮮やかな色の花が少なく
なる冬場の、代表的な花となったシク
ラメン。人の持っている力はすごいも
のだと、感じさせてくれます。

シクラメン
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毎
年
一
月
三
日
、
た
く
さ
ん
の
人
で

に
ぎ
わ
う
、
喜
多
院
の
「
だ
る
ま

市
」。
こ
こ
で
、
明
治
後
期
か
ら
昭
和
四

十
五
年
ご
ろ
ま
で
、
川
越
で
作
ら
れ
た
だ

る
ま
が
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

続つ
づ

木き

徳と
く

一い
ち

さ
ん
（
72
歳
・
小こ

仙せ
ん

波ば

町ま
ち

三

丁
目
）
は
、
市
内
唯
一
の
だ
る
ま
職
人
。

代
々
農
業
を
営
ん
で
い
た
続
木
さ
ん
の
家

で
は
、
農
閑
期
を
利
用
し
て
、
手
作
業
に

よ
る
張
り
子
だ
る
ま
を
作
り
続
け
て
き
ま

し
た
。
や
が
て
、
型
を
機
械
で
取
る
成
型

だ
る
ま
が
登
場
。
大
量
生
産
が
で
き
な
い

続
木
さ
ん
の
だ
る
ま
は
採
算
が
合
わ
な
く

な
り
、
だ
る
ま
作
り
を
や
め
て
し
ま
い
ま

し
た
。

二
十
年
以
上
経
過
し
た
平
成
三
年
、
再

開
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
川
越
だ

る
ま
同
好
会
代

表
の
佐さ

藤と
う

光み
つ

興お
き

さ
ん
（
72
歳
・

小こ

仙せ
ん

波ば

町ま
ち

二
丁

目
）
の
こ
と
ば

で
し
た
。
「
川

越
だ
る
ま
と
呼

ば
れ
て
い
る
続

木
さ
ん
の
だ
る

ま
が
、
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
は
忍
び
な
い
」
と
、
佐
藤

さ
ん
は
だ
る
ま
作
り
の
再
開
を
依
頼
。
そ

の
熱
意
に
続
木
さ
ん
が
動
か
さ
れ
る
ま

で
、
時
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

だ
る
ま
の
形
は
、木
型
で
決
ま
り
ま
す
。

で
も
、
続
木
さ
ん
は
「
顔
の
描
き
方
で
、

だ
る
ま
の
雰
囲
気
は
変
わ
り
ま
す
。
だ
か

ら
、
ほ
ん
と
う
の
特
徴
は
、
形
よ
り
顔
な

ん
で
す
よ
」
と
言
い
ま
す
。

続
木
さ
ん
の
だ
る
ま
の
顔
は
、
ま
ゆ
毛

と
耳
の
部
分
に
金
色
で
寿
の
文
字
が
入
る

の
が
特
徴
。
特
に
、
耳
の
部
分
の
寿
は
、

ま
る
で
福
耳
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
目
が
小
さ
く
、
し
わ
を
描
か

な
い
た
め
、
お
と
な
し
い
顔
を
し
て
い
ま

す
。「
顔
を
描
く
と
き
が
い
ち
ば
ん
緊
張

し
ま
す
ね
」
と
続
木
さ
ん
。
一
気
に
描
き

上
げ
る
た
め
、
や
り
直
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
職
人
の
腕
の
見
せ
所
で
す
。
昔
な

が
ら
の
方
法
で
作
ら
れ
る
続
木
さ
ん
の
だ

る
ま
。
表
面
に
残
る
多
少
の
凸
凹
が
、
手

作
り
の
温
か
み
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

作
り
続
け
る
理
由
を
「
だ
る
ま
を
ほ
し

い
と
い
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
ら
」
と

話
す
続
木
さ
ん
。
昨
年
は
百
個
程
度
作
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
と
し
も
だ
る
ま
作

り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

■
表
通
り
裏
通
り
■

広報川越 №1116 2005－12／10 14

川
越
の
だ
る
ま
職
人

①木型に張り子紙をちぎりながら

張ります。このあと乾燥させ、小

麦粉で作ったのりを付けます②の

りが乾いたら、切り込みを入れて

木型から外します③取り出した際

の切り口をつないで色を塗り、顔

を描くと完成です

続木さんのだるまは、頭が小さく、

胴が大きい$額が広い$鼻が高い
$彫りが深いなど、独特の形をし

ています

①①①

②②②

③③③
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四
百
年
前
の
慶け

い

長
ち
ょ
う

十
年
（
一
六
〇
五
）
に
、
現
在
の

嘉か

手で

納な

町
ち
ょ
う

（
沖
縄
県
）
に
伝
来
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
。
こ

こ
か
ら
始
ま
っ
た
日
本
の
サ
ツ
マ
イ
モ
文
化
を
再
認
識

し
、
観
光
の
促
進
を
図
る
た
め
、
十
一
月
十
九
日
に
や
ま

ぶ
き
会
館
で
「
さ
つ
ま
い
も
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
落
語
や
基
調
講
演
の
あ
と
、「
お
さ
つ
ネ
ッ
ト
で

黄
金
色
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
宮み

や

城ぎ

篤と
く

実じ
つ

嘉
手
納
町
長
と
、
沖
縄
か

ら
サ
ツ
マ
イ
モ
が
伝
来
し
て
三
百
年
を
迎
え
た
東

ひ
が
し

孝こ
う

一い
ち

郎ろ
う

山や
ま

川が
わ

町
ち
ょ
う

長
（
鹿
児
島
県
）
な
ど
が
参
加
。「
サ
ツ
マ
イ

モ
に
関
連
す
る
自
治
体
な
ど
が
連
携
し
て
、
観
光
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
」「
原
産
地
で
あ
る
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
と
の

交
流
を
」「
サ
ツ
マ
イ
モ
を
宇
宙

食
に
」
な
ど
、
出
演
者
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
続
出
。
今
後
、
各

市
町
の
サ
ツ
マ
イ
モ
に
か
か
わ
る

人
々
に
よ
る
「
さ
つ
ま
い
も
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
作
り
、
ま
ち
づ
く

り
や
観
光
客
増
加
の
た
め
に
生
か

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

終
了
後
に
は
、
来
場
者
に
抽
せ
ん

で
、
各
市
町
の
サ
ツ
マ
イ
モ
に
ち

な
ん
だ
お
土
産
が
手
渡
さ
れ
、
皆

さ
ん
が
サ
ツ
マ
イ
モ
が
生
ん
だ
新

た
な
交
流
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

川越市の面積は109.16km2
まちのできごと 109

ト ー ク

パレット

さ
つ
ま
い
も
フ
ォ
ー
ラ
ム

収穫の喜びも味わいました
大東東小学校では、平成元年から児童がもち米を栽

培しています。５月に田植え、10月に稲刈りをして、

11月26日の収穫祭は、いよいよもちつき。「食べ物

の大切さと、食べられるようになるまでの苦労を理解

してほしいですね」と子どもたちを指導してきた、農

業を営む瀬
せ

戸
と

弘
こう

一
いち

さん（61歳・池
いけ

辺
のべ

）。子どもたちに

とって、おいしさ以外にも収穫があったようです。

みんなで楽しむのが「歌声ホール」
昭和30年ごろから40年にかけて、日本中で流行した歌声喫茶。

その雰囲気を再現しようと、「歌声ホール in
イン

川越」が11月27日

にクラッセ川越で開催されました。今回で３回目を迎え、「一体

感を味わうことができるのがいいですね」「懐かしい歌ばかりで

うれしいです」と来場者の評判も上々。かつて歌声喫茶で歌われ

ていた歌を、ピアノに合わせて皆さんで気持ちよさそうに合唱し

ていました。次回は来年６月に開催するそうです。

川越野菜を、召し上がれ
11月24日、川越産野菜を手軽に入手でき

る「伊佐沼農産物直売所」と、旧戸田家住

宅を改修した食堂「伊佐沼庵
あん

」がオープン

しました。50種類を超える取れたての川越

産野菜が並ぶ直売所は、500人以上が来場してにぎわいました。一方、

食堂では懐かしい雰囲気の中、けんちんうどんなどを楽しむ人々の姿

が……。心もおなかも「あったかく」なる食堂が出来ました。

おいしいおいしいおいしい
もちにな～れもちにな～れもちにな～れ

サツマイモが縁となり、交流が広がりましたサツマイモが縁となり、交流が広がりましたサツマイモが縁となり、交流が広がりました

20

最後の曲はみんなで最後の曲はみんなで最後の曲はみんなで
手をつないで合唱しました手をつないで合唱しました手をつないで合唱しました

■
表
通
り
裏
通
り
■

うまく刈り取れたよ！うまく刈り取れたよ！うまく刈り取れたよ！

田舎に帰って来たかのような食堂内田舎に帰って来たかのような食堂内田舎に帰って来たかのような食堂内

新鮮な野菜がたくさん！新鮮な野菜がたくさん！新鮮な野菜がたくさん！



不
思
議
な
色
を
し
た
ハ
ト
で
す
ね
？
　
と
尋
ね

た
く
な
る
ほ
ど
、
ハ
ト
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
牛う

し

窪く
ぼ

君き
み

子こ

さ
ん
（
55
歳
・
豊と

よ

田だ

本ほ
ん

）
が
自

宅
近
く
の
畑
で
取
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
で
す
。

長
さ
約
二
十
セ
ン
チ
、
幅
は
約
十
セ
ン
チ
で
、

本
物
の
ハ
ト
よ
り
は
少
し
小
ぶ
り
。
最
初
は
気
に

も
止
め
ず
、
収
穫
し
た
翌
日
ま
で
、
ほ
か
の
イ
モ

と
い
っ
し
ょ
に
か
ご
に
入
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
あ
と
で
よ
く
見
た
ら
似
て
い
る
な
と
思
っ
て
、

目
を
付
け
て
み
ま
し
た
」。
二
十
年
以
上
サ
ツ
マ
イ
モ
を
作
っ
て
き

た
牛
窪
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
こ
ん
な
形
は
初
め
て
だ
そ
う
で
す
。

こ
と
し
は
と
り
年
で
、
さ
つ
ま
い
も
伝
来
四
百
年
。
二
つ
が
重
な

り
、
こ
ん
な
形
の
サ
ツ
マ
イ
モ
が
で
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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ま
ち
の
中
に
あ
る
美
術
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

ア
ー
ト
な

越
川

TV わが街川越　番組ガイドTV わが街川越 番組ガイドTV わが街川越 番組ガイド
火
災
に
備
え
る

冬
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
時
期
。
ふ
だ
ん
か
ら
で
き
る
火
災

へ
の
備
え
や
、
火
災
が
起
き
た
と
き
の
対

応
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。
ま
ち
の
話
題

は
、
川
越
市
女
性
消
防
団
が
出
場
し
た
全

国
女
性
消
防
操
法
大
会
で
す
。

テプコケーブルテレビ（９ch）
12月19日席～25日隻
午前６時30分～・午後０時30分～・午後４時30分～・午後７時30分～・午後９時30分～

テレビ埼玉（38ch） 毎月第１・第３土曜日とその翌日の日曜日に放映

12月17日析／午前９時30分～９時40分
12月18日隻／午後５時30分～５時40分

川越ケーブルテレビ（15ch）
12月16日昔まで　
午前９時20分～・午後０時45分～・午後４時20分～・午後５時45分～・
午後８時45分～（金～日曜日）・午後10時50分～（月～木曜日）

＊変更になることがあります。あらかじめご了承ください。
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さ
つ
ま
い
も
伝
来
四
百
年
記
念

シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
小
江
戸
川
越
紅
ち
ゃ
ん
」

表紙　
クリスマスのイルミネーション
（伊

い

勢
せ

原
はら

町
ちょう

１丁目）

閑静な住宅街で見つけた、寒い冬

の夜を彩る華やかな光。見ているだ

けで気持ちが温かくなりました。

収録の様子（川越北消防署）

こ
と
し
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
が
日
本
に
伝

来
し
て
四
百
年
目
に
当
た
り
ま
す
。

11月19日の「さつまいもフォーラム」
にも参加（？）しました。


